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協業経営における経営効率格差の存在と持続的発展の可能性
-(農)アグリピースを事例として-
1bward the Sustainable Development of the Cooperative Farm Management
-A Case Study of the Agriでeace Cooperation with DEA-
畠山　琢磨(農業経営経済学分野)
【目的】
協業経営である農業法人において､組合員間に､技術､生産性等さまざまな効率格差が
存在すると考えた｡この効率格差の要因を特定し改善していくことで､農業法人の持続的
な発展の可能性を探る｡
【方法】
DEA分析､ヒアリング調査を実施｡ DEA分析により各組合員の技術効率値､配分効率値､
費用効率値､規模効率値､規模の収穫を特定｡ヒアリング調査により､組合員が置かれて
いる状況､法人内での問題を探る｡
【分析結果i
DEA分析において､全要素を投入した場合､Bが最も効率的となりAが全体的に最も低い
効率値となった｡ Dは規模効率性で減少し､ C､ Bは前年と比べ効率値の上昇がみられた｡
菌床費用を除いた場合､特徴的な変化をみせたのはDとBであり､ Dは前年と比べ技術効
率以外の効率値で減少をみせた｡ B　は逆に全ての効率値が最も効率的となった｡年間人件
費を除いた場合､ A　は前年と比べ規模効率性以外の経常効率が上昇した｡ヒアリング調査
では､Aをとりまく環境､Eの菌床費用が高いということ､Dの後継者問題が大きなポイン
トとなった｡
【結論】
組合員Bが相対的に最も効率的な経営をしており､組合員間における効率格差は確かに
存在した｡ A　は就農期間が短いため栽培技術をはじめまだまだ未熟な経営であるといえ､
従業員の非効率的な使用により全体の効率性を下げている｡ C　は効率的な傾向をみせてい
るが､まだBのように計画的に上手く椎茸を発生させることができていないようであった｡
D　は後継者問題を抱えており､それが効率値に反映されていることが分かった｡菌床費用
を除いた場合の経営効率が前年より大きく減少していることから､この菌床価格があって
現状の経営を維持しているといえる｡ E　は逆に菌床費用を除いた場合の経営効率が前年よ
り増加していることから､高い菌床費用がBに不利にはたらいていることが分かった｡前
向きな経営意識をもって椎茸栽培に取り組んでいることがこの増加につながったといえる｡
A　は組合員の中で一番非効率ながらも､しっかりとした将来展望を描いている｡故に栽
培技術は経験を重ねることでついてくるといえ､B､ Cのような経営効率と同水準になるの
も時間の問題と考えられる｡ D　の経営に対する意識を変えることで同法人の経営内容は飛
躍的に伸びる可能性があり､なんらかの対策を打つ必要がある｡ D　のみ給料制をとり､持
ち分のハウスを他の組合員に生産させるなど､あえてDを生産から外すという考え方もあ
る｡ B　の菌床価格の問題を解決することも全体の経営内容を改善する手段となるため､培
養センター組合員の間題も考えていかなければならない｡
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